
第
五
代
薩
摩
青
雲
丸

竣
工

四
月
二
十
一
日(
木)
、
鹿
児
島
港
北
ふ
頭
に
て
第
五

代
「
薩
摩
青
雲
丸
」
の
完
成
披
露
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
鹿
児
島
県
知
事
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
の
方
々
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
校
生
徒
を
代
表
し
て
、
生
徒
会
長
の
下
川
床
涼

和
君
が
、
実
習
で
乗
船
し
た
旧
船
へ
の
感
謝
と
、
新
船

で
学
ぶ
後
輩
た
ち
へ
期
待
を
込
め
た
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
新
船
は
旧
船
と
比
較
し
て
総
ト
ン
数
が
四
四
ト
ン

増
加
し
て
六
九
九
ト
ン
と
な
り
、
国
際
基
準
に
適
合
し

た
安
全
設
備
や
環
境
設
備
、
最
新
の
航
海
計
器
を
備
え

た
最
新
鋭
の
実
習
船
で
す
。
現
在
は
五
月
十
一
日
か
ら

開
始
し
た
第
一
次
航
海
中
で
す
。
こ
の
実
習
船
で
学
ん

で
い
く
生
徒
た
ち
が
、
日
本
の
水
産
・
海
運
業
界
で
大

き
な
活
躍
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

交

通

安

全

教

室

四
月
二
十
六
日(

火)

、
Ｊ
Ａ
共
済
連
鹿
児
島

と
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
主
催
で
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
実
際
に
自

転
車
・
単
車
で
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
二
人
乗
り
な

ど
の
危
険
運
転
を
行
い
事
故
場
面
を
再
現
す
る

も
の
で
、
実
際
に
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ト
ラ

ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
面
が
あ
る
な
ど
生
徒

の
身
近
に
存
在
す
る
事
故
の
危
険
性
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス

ト
レ
イ
ト
教
育
技
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
交

通
事
故
の
場
面
を
再
現
し
危
険
性
を
疑
似
体
験

さ
せ
、
事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
危
険
性
を
直
接
実

感
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
交
通
安
全
教
室

後
は
生
徒
た
ち
か
ら

今
後
は
よ
り
一
層
運

転
に
気
を
つ
け
事
故

に
遭
遇
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
い
き
た
い

と
い
っ
た
声
が
多
く

聞
か
れ
、
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

航
空
管
制
運
航
情
報
官
に
内
定

三
月
に
専
攻
科
情
報
通
信
科
を
修
了
し
た
瀬
下

蒼
空
さ
ん(
北
指
宿
中
卒)

が
見
事
内
定
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
航
空
管
制
運
航
情
報
官
は
、
航
空
機

の
運
航
に
必
要
な
情
報
の
収
集
と
提
供
、
ま
た
、

空
港
の
運
用
及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
航
空
機
の
円
滑
な
運
航
を
担
う
広
範
囲
な
業

務
を
行
い
ま
す
。

瀬
下
蒼
空

■
内
定
す
る
た
め
一
生
懸

命
勉
強
し
て
、
第
一
級
総

合
無
線
通
信
士
と
航
空
通

信
士
を
取
得
し
た
。
家
か

ら
学
校
が
遠
く
入
学
当
初

は
早
起
き
が
大
変
だ
っ
た

が
入
学
し
て
良
か
っ
た
。

野
球
に
よ
る
両
校
の
活
性
化

四
月
二
十
八
日(

木)

、
市
営
野
球
場
に
て
枕

崎
高
校
野
球
部
と
本
校
野
球
部
に
よ
る
交
流
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
交
流
戦
ま
で

の
準
備
や
当
日
の
運
営
な
ど
は
両
校
の
生
徒
会

が
中
心
と
な
り
行
い
、
試
合
前
に
は
両
校
生
徒

会
企
画
の
三
択
ク
イ
ズ
大
会
、
書
道
部
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
催
さ
れ
、
交
流
戦
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
試
合
は
九
回
表
ま

で
二
対
二
の
同
点
で
こ
の
ま
ま
引
き
分
け
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
に
得
点
さ
れ
惜
し
く

も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

山
口
虎
太
郎(

帖
佐
中
卒)

■

生
徒
会
副
会
長
・
野
球
部

短
い
期
間
で
枕
崎
高

校
の
生
徒
会
と
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
計
画

を
立
て
て
い
く
こ
と
は

大
変
で
し
た
が
、
両
校

で
協
力
し
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
無
事
に
交

流
戦
が
開
催
で
き
て
よ

か
っ
た
。

記事の詳細や本校の
最新の情報は，ブログ

をご覧ください。

→ここからアクセス

※詳細は本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへ６月行事予定
６日(月)漁業ガイダンス
７日(火)中高連絡会
９日(木)文化講演会

１４日(火)九州地区ｶｯﾀｰﾚｰｽ大会
２７日(火)期末考査【～３０日】

７月行事予定
８日(金)薩摩青雲丸下船式

１１日(月)海洋訓練【～１４日】
１５日(金)クラスマッチ【１９日】
２１日(木)地区ＰＴＡ【～２６日】

保護者の皆様へ

本校は「信頼される学校づくり」を目標に生徒・保護者・職員・同窓会が一丸となり地域・学校の活性化に取り組んで

います。御心配・不安なことがありましたら、いつでも御連絡ください。 TEL 0993-76-2111 教頭まで
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